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こ
れ
か
ら
の
観
光
組
織
に 

求
め
ら
れ
る
も
の 

 
～
地
域
を
俯
瞰
し
、
魅
力
創
出
・
発
信 

で
き
る
態
勢
づ
く
り
～ 

   

奈
良
迫 

英
光 

 

一
、
は
じ
め
に 

観
光
関
連
業
界
は
、
宿
泊
、
航
空
、
運
輸
、
船
舶
、

観
光
施
設
、
飲
食
、
広
告
・
宣
伝
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
、
特
産
品
協
会
、
お
土
産
品
、
Ｉ
Ｔ
等
様
々
な

業
種
に
及
び
、
そ
れ
を
監
督
す
る
行
政
の
部
署
が
関

係
し
て
い
る
。 

ま
た
、
同
業
者
の
連
携
強
化
や
上
部
団
体
と
の
折

衝
、
Ｐ
Ｒ
、
販
売
促
進
を
目
的
に
、
○
○
協
会
、
○

○
組
合
、○
○
連
合
会
、○
○
利
用
促
進
協
会
等
様
々

な
団
体
が
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い
る
。 

観
光
連
盟
（
観
光
協
会
）
で
は
、
事
務
局
を
運
営

す
る
た
め
職
員
、
専
務
理
事
、
事
務
局
長
な
ど
を
擁

し
、
各
種
団
体
と
連
携
し
て
、
Ｐ
Ｒ
、
誘
客
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
職
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
組
織
も
あ

る
。 事

業
運
営
は
行
政
か
ら
の
補
助
金
、
入
会
金
、
会

員
の
年
会
費
等
が
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
者
の

中
に
は
、
同
業
者
の
組
織
に
も
会
費
を
払
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
。 

財
政
状
況
は
ど
こ
の
組
織
も
厳
し
く
、
的
確
な
人

材
配
置
と
効
率
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

二
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
の
動
き 

今
、
個
人
旅
行
が
主
流
と
な
り
、
生
活
・
文
化
体

験
な
ど
趣
向
の
変
化
、
滞
在
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
激
な
増
大
、
情
報
入
手
手
段
の
多

様
化
等
に
対
応
す
べ
く
、「
地
域
を
俯
瞰
す
る
新
た
な

観
光
組
織
」
設
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

観
光
庁
は
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
組
織
と

し
て
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
機
能
強
化
を
掲
げ
て
い
る
。 
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Ｄ
Ｍ
Ｏ
（Destination Management/ Marketing 

Organization

）と
は
、観
光
地
経
営
組
織
で
あ
る
。

複
数
の
都
道
府
県
が
参
画
す
る
「
広
域
連
携
」、
複
数

の
自
治
体
に
ま
た
が
る
「
地
域
連
携
」、
単
独
の
自
治

体
や
観
光
協
会
、特
産
品
協
会
等
で
組
織
さ
れ
た「
地

域
」
の
３
つ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
あ
る
。 

令
和
５
年
３
月
３
１
日
時
点
で
、
「
広
域
連
携 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
１
０
件
、「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
１
０
６
件
、

「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
１
５
４
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
観
光
地
域
づ
く
り
候
補
法
人
「
候
補
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

は
５
６
件
で
あ
る
。 

身
近
に
あ
る
組
織
と
し
て
、「
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

に
鹿
児
島
県
を
は
じ
め
九
州
全
県
が
参
画
し
て
い
る

（
一
社
）
九
州
観
光
機
構
、「
地
域
連
携 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」 

に
大
隅
地
域
の
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
（
株
）
お

お
す
み
観
光
未
来
会
議
、「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
し
て 

（
株
）
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産
協
会
が
あ
る
。
今
後

登
録
は
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

三
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
何
の
た
め
に
組
織
す
る
の
か 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
は
「
稼
ぐ
力
」
を
主
眼
に
し
て
き

た
。
し
か
し
現
在
は
、
地
域
へ
の
継
続
的
な
交
流
人

口
拡
大
を
図
る
べ
く
、「
司
令
塔
を
担
う
法
人
」
と
し

て
の
機
能
強
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。 

単
な
る
組
織
の
集
合
体
で
は
持
続
的
な
運
営
は

厳
し
い
。
複
数
の
団
体
が
合
併
す
る
前
提
と
し
て
、

現
在
の
運
営
状
況
、
地
域
内
の
宿
泊
者
数
、
ど
の
地

域
か
ら
来
て
い
る
か
、
交
通
手
段
、
季
節
波
動
、
経

済
効
果
等
地
域
の
強
み
、
弱
み
を
把
握
し
て
い
る
こ

と
は
設
立
後
の
戦
略
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る
。 

一
方
で
は
観
光
の
有
用
性
を
多
く
の
人
が
享
受

で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
想
い
を

結
集
さ
せ
事
業
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
観
光

振
興
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
、
第
一
次
・
第
二
次
産

業
を
活
用
す
る
視
点
で
、
地
域
資
源
を
磨
き
上
げ
商

品
化
す
る
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。 

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
の
活
力
低
下
、
税
収
不
足
、 
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温泉 

道の駅 
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誘
致
間
競
争
の
激
化
、
旅
行
形
態
の
多
様
化
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
急
増
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
等
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

態
勢
づ
く
り
を
急
が
せ
て
い
る
。 

 

今
消
費
は
成
熟
し
て
お
り
、
消
費
者
が
求
め
る
も

の
は
、「
安
全
・
安
心
、
本
物
志
向
の
商
品
」
で
あ
る
。

地
域
の
生
活
・
文
化
に
焦
点
を
あ
て
ス
ト
ー
リ
ー
性
。 

          
 

  

        

を
も
っ
た
Ｐ
Ｒ
や
商
品
を
造
成
し
「
体
験
・
交
流
」、

「
地
域
全
体
へ
の
経
済
効
果
波
及
」「
リ
ピ
ー
タ
ー
創

出
」
に
つ
な
げ
る
取
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。 

四
、
利
害
調
整
能
力
に
優
れ
た
人
材
の
確
保
と

動
き
や
す
い
態
勢
づ
く
り 

あ
た
ら
し
い
組
織
を
束
ね
る
に
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
持
ち
、
自
ら
汗

を
掻
く
実
務
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
材
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
地
域
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
学
ぶ

機
会
は
多
い
が
、大
切
な
こ
と
は
現
場
に
合
わ
せ
て
、 

日本遺産「麓」 

山城跡の堀切 
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多
く
の
意
見
を
調
整
し
実
践
し
て
い
く
手
腕
で
あ
る
。

多
様
な
団
体
と
の
利
害
調
整
を
厭
わ
な
い
人
材
が
求

め
ら
れ
る
。
組
織
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
資
金
や
地

域
で
の
影
響
力
の
あ
る
有
力
者
が
就
任
す
る
の
が
慣

例
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運
営
は
、
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

百
家
争
鳴
の
議
論
を
重
ね
て
、
参
画
す
る
団
体
の

合
意
形
成
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
観

光
振
興
は
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
で
あ
り
、
数
年
ぐ
ら
い

は
任
せ
る
覚
悟
も
必
要
で
あ
る
。 

五
、
効
率
的
運
営
で
稼
ぐ
力
の
構
築 

組
織
運
営
は
、「
責
任
と
権
限
の
明
確
化
」
を
図

る
こ
と
が
事
業
の
推
進
体
制
強
化
と
な
る
。 

自
治
体
の
観
光
に
関
連
す
る
部
門
は
、
商
工
観
光

課
や
街
づ
く
り
推
進
室
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、
農

村
振
興
課
、
企
画
課
、
Ｐ
Ｒ
課
等
多
く
の
部
署
が
関

係
し
て
お
り
、
国
の
組
織
に
準
じ
て
縦
割
行
政
と
な

甲冑 
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っ
て
い
る
。
公
益
団
体
や
民
間
組
織
で
は
、
観
光
協

会
、
特
産
品
協
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
運
輸
機
関
等
で
あ
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

推
進
し
て
い
く
に
は
、
双
方
の
業
務
の
重
複
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
自
治
体
の
業
務

を
点
検
し
、
新
し
い
組
織
に
移
す
こ
と
で
効
率
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
。
設
立
の
際
、
効
率
の
良
く
な

い
部
門
を
切
り
離
す
方
策
だ
け
に
利
用
さ
れ
て
は
組

織
の
維
持
は
厳
し
い
。 

自
治
体
の
税
収
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
外
郭
団
体
へ
の
補
助
金
も
削
減
さ
れ
て
き
て
お
り
、

同
時
に
観
光
部
門
の
人
員
や
業
務
の
見
直
し
、
組
織

の
再
編
も
求
め
ら
れ
る
。 

自
治
体
が
従
来
の
組
織
の
ま
ま
で
は
何
の
た
め

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
た
の
か
、
そ
の
信
義
が
問
わ
れ

る
。 実

効
性
の
あ
る
組
織
運
営
を
進
め
る
に
は
安
定

的
な
自
主
的
財
源
確
保
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
補
助

金
頼
み
で
は
な
く
、
積
極
的
に
地
域
資
源
の
価
値
創

造
と
商
品
化
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

Ｐ
Ｒ
・
誘
客
を
図
り
、
効
率
的
運
営
が
可
能
と
な
る
。

「
収
益
性
の
あ
る
自
主
事
業
」
を
増
や
す
こ
と
が
至

上
命
題
で
あ
る
。 

六
、
観
光
は
地
域
社
会
産
業 

観
光
振
興
に
は
、
農
業
、
水
産
業
、
商
工
業
、
食
、

温
泉
、
歴
史
・
文
化
施
設
、
世
界
遺
産
、
日
本
遺
産
、

ガ
イ
ド
、
教
育
、
医
療
な
ど
社
会
的
に
有
用
で
価
値

あ
る
も
の
が
活
か
さ
れ
る
。 

ま
た
、
観
光
は
多
く
の
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
り
、

地
域
社
会
産
業
の
位
置
付
け
で
あ
る
。 

観
光
商
品
を
取
扱
う
に
は
、
旅
行
業
の
登
録
も
必

要
に
な
る
。
既
存
の
大
手
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
旅
行
業

務
だ
け
で
稼
ぐ
こ
と
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。 

 
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、「
Ｐ
Ｒ
」「
特
産
品
」、「
ふ
る
さ
と
納

税
返
品
」、「
イ
ベ
ン
ト
運
営
」「
観
光
施
設
や
駅
の
管

理
運
営
」「
旅
行
」
等
広
範
な
業
務
の
取
扱
が
で
き
る
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か
が
カ
ギ
と
な
る
。 

「
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産
協
会
」
は
、
合
併
前
の

市
町
村
の
観
光
・
物
産
協
会
の
組
織
を
一
つ
に
集
約

し
、
利
益
の
出
る
効
率
的
な
運
営
を
基
本
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
市
役
所
、
銀
行
、
商
工
会
議
所
、
商
工

会
等
が
出
資
し
た
株
式
会
社
で
あ
る
。観
光
、物
産
、

イ
ベ
ン
ト
運
営
管
理
、
駅
の
改
札
業
務
、
市
中
の
駐

車
場
管
理
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
等
の
業
務
を
扱

い
、
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
で
成
功
し
て
い
る
事
例
で

あ
る
。
自
治
体
の
行
っ
て
い
る
観
光
業
務
を
移
管
す

る
こ
と
で
、
即
効
性
の
あ
る
判
断
が
可
能
と
な
り
雇

用
も
拡
大
で
き
る
。 

七
、
終
わ
り
に 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
が
経
済
の
仕
組
み
を
大
き
く
変

え
て
お
り
、
シ
ー
ム
レ
ス
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
態
勢

づ
く
り
も
急
が
れ
る
。YouTube

、
ラ
イ
ン
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
多
面
的
に
活
用
し
た
情
報
発
信
が
課
題
で
あ
る
。 

一
方
、
新
し
い
組
織
に
対
し
「
参
加
企
業
は
出
資 

        金
が
増
え
た
が
何
も
変
わ
ら
な
い
」
、
「
特
定
の
地

域
・
企
業
だ
け
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
」、「
組
織
が

で
き
た
の
に
市
や
町
も
同
じ
こ
と
を
行
い
無
駄
が
多

い
」
な
ど
の
声
も
聴
く
。 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
「
魔
法
の
杖
」
で
は
な
い
。
地
域
の
新

た
な
重
荷
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
要
素
も
含
ん
で
い

る
こ
と
も
肝
に
命
ず
べ
き
で
あ
る
。
官
民
一
体
と
な

り
、
十
分
な
議
論
と
検
証
を
重
ね
効
率
的
な
運
営
が

で
き
る
組
織
の
設
立
を
目
指
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

（
元
鹿
児
島
県
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
） 花火大会 


